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う
リ

l
ズ

初
年
を
振
り
返
っ
て
④

「
柳
沢
の
今
昔
」

こ
の
写
真
は
、
終
戦
前
に
撮
影
し

た
柳
沢
村
役
場
柑
近
の
様
子
で
す
。

当
時
、
柳
沢
は
三
千
近
い
人
が
住
み

農
林
業
を
中
心
と
し
て
活
気
あ
る
村

で
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
の
変
化
に

伴
い
人
口
は
約
千
人
に
ま
で
減
少
し
、

過
疎
化
と
高
年
齢
化
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

乱
舞
す
る
矢
落
川
の
清
流
、
四
季
折

々
に
藤
や
桜
の
咲
き
誇
る
山
々
な
ど
、

昔
の
面
影
を
数
多
く
残
し
て
い
ま
す
。

今
、
当
地
区
で
は
「
活
力
の
あ
る

明
る
い
地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、

住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
十
七
回
の
歴
史
を

数
え
る
市
民
運
動
会
で
十
一
回
優
勝

と
い
う
実
績
も
そ
の
心
意
気
の
現
れ

の

一
つ
で
す
。

現
在
、
柳
沢
へ
向
か
う
県
道
の
二

車
線
化
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で

い
ま
す
。
今
年
度
末
に
は
農
村
活
性

化
セ
ン
タ
ー
が
竣
工
す
る
予
定
に
な

っ
て
お
り
、
中
山
間
地
域
農
村
活
性

化
総
合
整
備
事
業
も
本
格
化
す
る
な

ど
明
る
い
展
望
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

伝
統
あ
る
「
柳
沢
ほ
た
る
祭
リ
」

の
今
年
の
開
催
は
六
月
十
一
、
十
二

日
で
す
。
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

(写
真
、
文
提
供
一
瀧
内
チ
工
氏
、

柳
沢
公
民
館
)

市民のうごき

平成 6年 3月31日現在
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三
月
定
例
市
議
会
は
、

月
十
六
日
ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
議
会
で
は
、
予
算
関
係
二

十
一
件
、
条
例
関
係
十
七
件
、
人
事
関
係
一

件
、
そ
の
他
三
件
の
計
四
十
二
件
が
提
出
さ

れ
、
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

今
年
、
大
洲
市
は
、
そ
の
産
声
を

上
げ
て
か
ら
四
十
年
と
い
う
意
義
深

い
年
を
迎
え
ま
す
。
人
生
に
た
と
え

れ
ば
、
不
惑
の
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を

一
つ
の
契
機
と
し
て
、
当
地
域

を
少
し
で
も
良
く
す
る
た
め
、
堅
実

な
施
策
を
着
実
に
推
進
し
、

二
十

一

世
紀
に
向
け
て
大
き
く
飛
躍
す
る
た

め
の
出
発
点
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

私
が
市
政
を
お
預
か
り
し
て
か
ら

五
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
先
輩

が
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の
を
礎
と
し

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
な
ニ

ー

ズ
に
耳
を
傾
け
、
取
捨
選
択
し
な
が

ら
具
体
的
な
施
策
を
提
示
し
、
そ
れ

を
着
実
に
実
現
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
ま
ち
‘
つ
く
り
は
、
ひ
と
り

の
力
だ
け
で
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
地

域
の
人
た
ち
の
熱
い
思
い
入
れ
が
あ

り
、
そ
こ
で
生
活
し
、
働
く
人
々
の
息

吹
が
聞
こ
え
て
き
て
初
め
て
活
力
の

あ
る
都
市
づ
く
り
が
可
能
と
な
る
の

三
月
二
日
か
ら

で
す
。
行
政
は
、
市
民
に
対
す
る
奉

仕
機
関
で
あ
る
こ
と
を
今

一
度
認
識

し
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
豊
か
さ
と

う
る
お
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
こ
そ
、

市
政
を
進
め
る
上
で
の
基
本
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
国
内
外
の
情
勢
を
ふ
ま

え
な
が
ら
、
平
成
六
年
度
の
市
政
運

営
を
行

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。条

伊j

関

係

V
大
洲
市
下
水
道
条
例
V
大
洲
市
都

市
計
画
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
に

関
す
る
条
例
V
大
洲
市
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
支
給
条
例
の

一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
大
洲
市
立
小
学
校
校
舎

等
建
設
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
大
洲
市
奨
学
資
金
貸
与

基
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
立
図
書
館
の
管
理
に
関
す

る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V

大
洲
市
立
博
物
館
設
置
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
少
年
自
然

の
家
設
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

2 

条
例
V
大
洲
市
立
小
学
校
及
び
中
学

校
屋
外
運
動
場
照
明
施
設
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市

民
会
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
V
大
洲
市
集
会
所
設
置
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
マ
大
洲
市
火
葬

場
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V

大
洲
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
の
管
理

運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
V
臥
龍
山
荘
使
用
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
V
大
洲
市
駐

車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

V
大
洲
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
V
職
員
の
休
日
、
休
暇

並
び
に
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

人

事

関

係

V

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の
定
数
増
に
伴
う

新
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
の

意
見
を
求
め
た
も
の
で
す
。

住
所
大
洲
市
五
郎
乙
二
二
番
地

氏

名

高

岡

政

義

生
年
月
日
昭
和
四
年
五
月
十
七
日

そ

の

イ也

V
市
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て
V
市

道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

V
市
道
の

路
線
変
更
に
つ
い
て



平
成
六
年
度
の
重
点
施
策

住活
み力
よの
いあ
都まる
市ち明
づる
くく
り

地
方
拠
点
都
市
の
地
域
指
定
、
ま

た
、
四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
着
工
、

四
国
横
断
自
動
車
道
の
施
行
命
令
な

ど
に
よ
り
、
高
速
交
通
の
結
節
点
と

な
る
当
市
は
、
人
、
物
、
情
報
交
流

の
大
き
な
う
ね
り
の
中
で
、
新
し
い

時
代
の
繋
明
の
時
を
迎
え
よ
う
と
し

し
て
い
ま
す
。
こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
、

一一l
ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
よ
り
質

の
高
い
社
会
資
本
の
整
備
、
環
境
の

保
全
、
福
祉
の
充
実
、
教
育
文
化

・

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な
ど
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
を
積
極
的
、
総
合
的
に

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
平
成
六
年
度

を
迎
え
て
、
引
き
続
き
活
力
の
あ
る

明
る
く
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
を
精

力
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

{
創
造
性
豊
か
で
魅
力
あ
る

住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
}

人
間
性
豊
か
な
よ
り
質
の
高
い
都

市
基
盤
を
整
備
し
、
都
市
機
能
を
高

め
る
こ
と
は
、

市
民
生
活
の
利
便
や

経
済
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に

重
要
な
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
、
道

路
・
公
園
・
住
宅
・
上
下
水
道
な
ど

都
市
と
し
て
の
基
盤
整
備
に
精
力
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

四
国
縦
貫
自
動
車
道
の
早
期
完
成

を
は
じ
め
、
八
西
地
域
を
結
ぶ
高
規

格
道
路
の
早
期
事
業
化
の
ほ
か
、
国

道
・
主
要
県
道
の
幹
線
交
通
網
の
整

備
と
あ
わ
せ
て
、
重
要
な
ア
ク
セ

ス
道
路
と
な
る
市
道
の
整
備
に
つ
い

て
積
極
的
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、

地
方
拠
点
都
市
に
つ
い
て
は
、
肱
川

流
域
振
興
計
画
と
整
合
性
が
図
れ
る

よ
う
具
体
化
に
向
け
、
更
な
る
努
力

を
し
ま
す
。

肱
川
流
域
の
河
川
改
修
と
環
境
整

備
の
促
進
に

つ
い
て
は
、
自
然
と
調

和
の
と
れ
た
市
民
生
活
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
国
・
県
に
働
き
掛
け
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
四
次
大
洲
市
総
合
計
画

の
策
定
で
は
、
二
十
一

世
紀
で
の
大

洲
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
き
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
ま
す
。

{
活
力
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な

生
産
都
市
"つ
く
り
}

当
市
の
農
業
振
興
は
、
農
家
や
農

業
関
係
団
体
が

一
丸
と
な

っ
て
、
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
農
業
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A
7
年
度
も
、

中
山
間
地
域
農
村
活
性
化
総
合
整
備

事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と
も

に
、
地
元
産
の
木
材
を
利
用
し
た
農

村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
田
処
地
区
に

建
設
し
、
後
継
者
の
育
成
や
特
産
品

の
開
発
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

昭
和
四
十
六
年
の
着
工
か

ら
二
十
二
年
が
経
過
し
た
南
部
広
域

農
道
は
、平
成
七
年
度
に
完
成
の
め
ど

が
つ
き
、
今
後
は
引
き
続
き
北
部
広

域
農
道
の
諸
問
題
の
解
決
を
図
り
、

継
続
実
施
が
で
き
る
よ
う
連
絡
調
整

を
図
り
ま
す
。

商
業
面
で
は
、
構
想
に
十
三
年
を

費
や
し
た
大
洲
駅
前
庖
舗
共
同
化
事

業
は
、
平
成
七
年
春
の
オ
ー
プ
ン
が

確
実
と
な
り
、
今
後
は
、
南
予
一
帯

の
近
代
商
業
の
核
と
な
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

観
光
面
で
は
、
平
成
五
年
度
完
成
の

「肱
南
歴
史
の
道
」
「う
か
い
レ
ス
ト

プ
ラ
ザ
」
な
ど
を
有
効
利
用
し
、
近

隣
地
域
と
連
携
を
保
ち
、
広
域
観
光

の
展
開
を
図
り
ま
す
。

{
健
康
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る

福
祉
の
都
市
づ
く
り
}

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地

域
社
会
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

環
境
整
備
の
た
め
「
老
人
保
健
福
祉

計
画
」
を
推
進
し
、
高
齢
化
社
会
に

対
応
で
き
る
よ
う
今
か
ら
施
設
の
充

実
、
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
保

育
環
境
の
整
っ
た
施
設
と
し
て
、
新

谷
保
育
所
を
改
築
し
ま
す
。

施
設
の
充
実
の
ほ
か
に
、
ソ
フ
ト

面
で
は
、
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
積
極
的
に
支
援
す
る
ほ
か
、

在
宅
福
祉
体
制
の
整
備
及
び
ホ
l
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど
の
一
層

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」

と
い
う
意
識
の
啓
発
と
各
種

検
診
を
実
施
し
、
成
人
病
な
ど
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
受
け
ら
れ
る

ょ
う
積
極
的
に
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

な
お
、
医
療
の
中
核
と
な
る
市
立
大

洲
病
院
の
移
転
改
築
は
、
平
成
七
年

春
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。

肱
川
の
美
し
い
環
境
を
後
世
に
残

す
こ
と
は
、
我
々
の
大
切
な
使
命
で

す
。
そ
の
た
め
、
し
尿
と
生
活
排
水

が
処
理
で
き
る
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
制
度
を
創
設
し
、

公
共
下
水
道
と
併
せ
て
相
乗
効
果
が

現
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

{
歴
史
と
文
化
の
香
る

市
民
都
市
づ
く
り
】

若
者
が
定
住
で
き
る
地
域
の
活
力

源
と
し
て
検
討
し
て
き
た
学
園
都
市

構
想
は
、
今
後
も
誘
致
活
動
を
続
け
、

息
の
長
い
展
開
を
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
に
関
し
て
は
、
粟

津
小
学
校
特
別
教
室
棟
が
本
年
度
に

完
成
す
る
ほ
か
、
菅
田
小
学
校
屋
内

4

司
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
イ
メ
ー
ジ
図

運
動
場
を
改
築
し
ま
す
。
ま
た
、
喜

多
小
学
校
プ
l
ル
を
都
市
計
画
道
路

若
宮
慶
雲
寺
線
の
拡
幅
工
事
に
併
せ

移
転
改
築
す
る
と
と
も
に
同
校
校
舎

の
改
築
を
平
成
七
年
度
に
向
け
準

備
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
へ
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
を
積
極
的
に
行
い

ま
す
。生

涯
学
習
に
つ
い
て
は
、
そ
の
推

進
体
制
の
充
実
、
学
習
機
会
の
拡
充

と
学
習
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
個
性
豊
か
な
文
化
の
振
興

に
も
配
慮
し
、
芸
術
文
化
団
体
の
育

成
並
び
に
歴
史
資
料
の
収
集
及
び
保

存
に
つ

い
て
も
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、

同
和
問
題
は
、
人
間
の
自
由
と
平
等

に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

り、

一
日
も
早
く
解
決
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
総
合
的
な
取
り
組
み

に
よ
り
、
そ
の
早
期
解
決
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
期
待
さ
れ

‘
る
市
道
田
口
徳
森
線

3 



の状況当初予算

歳

入

一
般
会
計
歳
入
予
算
額
百
十
七
億

七
千
万
円
の
う
ち
、
自
主
財
源
(
市

税
、
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど
)
は
、

四
十
三
億
七
千
二
百
九
十
六
万
円
で

全
体
の
三
七
・
二
%
を
占
め
、
昨
年

に
比
べ
る
と
一
億
三
千
二
百
四
十
六

万
円
(
約
三
・
一
%
)
増
加
し
ま
し

た
。
ま
た
依
存
財
源
(
地
方
交
付
税
、

国
庫
支
出
金
な
ど
)
は
、
七
十
三
億

九
千
七
百
四
万
円
で
、
昨
年
よ
り
も

四
億
四
千
七
百
五
十
四
万
円

(
約
六
・

四
%
)
増
加
し
ま
し
た
。

4 

平成 6年度の予算規模

l31 L 計 5j1J 当初予算 増減率

一 般 メz岳z、 計 l，177，ooF円 5.2 

国民健康保険 260，252 ム 5.6

特 老 人 保 健 340.680 8.8 

国民健康保険診療所 2.551 ム 6.4

別
簡 易 道 23，796 71.0 

公共下水道 139，145 ム38.5

交通傷害保障 941 2.1 

1ヱLミ

土地取得造成 58，301 4，402.1 

住宅新築資金等貸付 11，735 l.9 

計 農業集落排水 2，013 14.5 

小 計 839，417 ム 0.9

7}( 道 163，476 12.9 

JE 巳
国 民 宿 舎 12，690 7.2 

業
病 院 653，176 67.4 

Azz 、

工業用水道 832 0.5 
計

計 830，175 51.6 

止ロ』 計 2，846，592 13.2 

一般会計予算内訳(歳入〉

地方交付税

47億4，205万円

(40.3%) 

繰越金
3{意0，000万円(2.5%)

分担金及び負担金
3億8，639万円(3.3%)

地方議与税
3億9，000万円
(3.3%) 

市税

30{!意2，182万円

(25.7%) 

117.7 

一

H 6 

の推移

11. 9 
「一一一

H 5 

(」般会計)

108.1 
「ーーーーー『

H 4 

99.3 
「ー一一一「

H 3 



歳

出

{
総
務
費
}

V
第
四
次
大
洲
市
総
合

計
画
作
成
委
託
料
と
し
て
千
三
十
五

万
円
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設

事
業
に
二
千
四
百
四
十
四
万
円
V
市

制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
に
五
千

二
百
二
十
七
万
円

【
民
生
費
}

V

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
守
つ

く
り
事
業
補
助
金
と
し
て
五
百
二
十

六
万
円
V
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

繰
出
金
と
し
て

一
億
八
千
百
七
十
五

万
円
V
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
出
金

と
し
て

一
億
八
千
二
十
一
万
円
V
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
委
託
料

と
し
て
二
百
万
円
V
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
委
託
料
と
し
て

千
四
十
五
万
円
V
老
人
ホ
l
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
と
し
て
五

千
百
五
十
七
万
円
V
保
育
所
建
設
費

と
し
て
三
千
四
百
九
十
三
万
円
V
住

み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
守
つ
く
り
事
業
に

千
七
百
二
十
万
円

{
衛
生
費
}

V
簡
易
水
道
特
別
会
計

繰
出
金
と
し
て
六
千
四
百
二
十
三
万

円
V
大
洲
市
・
喜
多
郡
町
村
組
合
負

担
金
と
し
て
二
億
八
千
八
十
三
万
円

V
新
谷
公
衆
便
所
新
築
工
事
に
二
千

万
円
V
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業

補
助
金
と
し
て
四
十
五
万
円
V
じ
ん

芥
処
理
費
と
し
て

一
億
百
七
十
二
万

円
V
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
負

担
金
と
し
て
八
千
七
百
六
十
五
万
円

V
水
道
事
業
会
計
補
助
金
と
し
て
九
千

三
十
七
万
円
V
病
院
事
業
会
計
補
助
金

と
し
て

一
億
三
千
四
百
五
十
七
万
円

{
農
林
水
産
業
費
}
マ
国
営
大
洲
喜

多
土
地
改
良
事
業
負
担
金
と
し
て
二

億
八
千
二
百
四
十
六
万
円
V
国
土
調

査
費
に
七
千
二
百
十
七
万
円
V
農
村

活
性
化
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
に

一
億

六
千
四
百
四
十

一
万
円
V
現
業
職
員

(
林
業
技
術
者
)
確
保
対
策
事
業
費

補
助
金
と
し
て
五
百
万
円
V
広
域
営

農
団
地
農
道
整
備
事
業
負
担
金
と
し

て
三
千
百
八
十
万
円

{
商
工
費
】
マ
市
内
商
工
団
体
育
成

補
助
金
と
し
て
二
百
六
十
三
万
円
V

中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
預
託
金
と

し
て
二
千
六
百
万
円

【
土
木
費
}

V
弁
天
田
野
々
線
道
路

改
良
に

一
億
二
千
四
百
七
十
九
万
円

V
田
口
徳
森
線
道
路
改
良
に

一
億

一

千
六
十

一
万
円
V
公
共
下
水
道
事
業

持
別
会
計
繰
出
金
と
し
て

一
億
九
千

二
百
七
十
一
万
円
V
都
市
計
画
基
本

構
想
策
定
業
務
委
託
料
と
し
て
千
四

百
九
十
三
万
円
V
地
方
道
路
整
備
事

業
に

一
億
二
百
五
十
一
万
円
V
優
良

再
開
発
建
築
物
整
備
促
進
事
業
に
五

千
五
百
三
十
五
万
円
V
公
営
住
宅
建

設
事
業
に

一
億
五
千
五
百
五
十
一
万

円
{
消
防
費
}

V

大
洲
地
区
広
域
消
防

事
務
組
合
負
担
金
と
し
て
二
億
六
千

二
十
四
万
円

{
教
育
費
}
V
小
中
学
校
生
徒
用
机
・

椅
子
整
備
事
業
に
千
五
百
五
十
六
万

円
V
菅
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
新
増

改
築
事
業
に
三
千
六
十
三
万
円
V
小

児
成
人
病
予
防
検
診
委
託
料
と
し
て

当初予算

百
八
十
五
万
円
V
給
食
用
焼
物
機
購

入
な
ど
に
七
百
二
十
四
万
円

{
公
債
費
}

V
公
債
費
元
利
償
還
金

と
し
て
十
九
億
九
百
六
十
三
万
円

{
諸
支
出
金
}

V
国
民
宿
舎
事
業
貸

付
金
と
し
て
千
万
円

一般会計目的別予算内訳(歳出〉

億円

120 

民生費
3lf:管t5.332万円

(26.8宇0)

92.7 
「一一一一

85.2 
「ー一一一ー

85.8 
「ー一一一四

100 
そのZ般会計性質別予算内訳(歳出〉
2億 9.345万円 (2.5%)

6億 3.594万円
(5.4宇0)

80 

60 -1 

S 63 H 2 H 1 

40 

20 _ 

。

人件費

30憶 5，74T7'5円
(26.0予06)

公債費

19f)意0，964万円

(16.2%) 

5 



平時々平時年古今今平時々ザ昨今平時半ジ時半古今今中古今平古今平ジジ古今中世昨今今平古今ザ昨今平古今平時平品中古今中古今中世市中古ギポポ市中古今中古今中‘

クリーンライフ fはじまります，で適快
いまか§水涜化フランを/

りを住みよい街づく

公
共
下
水
道
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
築
き
、
豊
か
な
自

然
を
守
る
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
施
設
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
一
日
も
早
く
下
水
道
を
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

第
一
期
計
画
区
域
の
肱
南
地
域
で
は
、
平
成
七
年
度
以
降
、

汚
水
管
の
整
備
が
完
了
し
た
区
域
か
ら
順
次
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

{
公
共
下
水
道
が
完
成
す
る
と
}

._._._._._._._._._._._.・._._ ._ .-._ ._ ._ ._._ ._ ._ ._._._ .~ ._._ ._ ._ .・._._._._._._._.~._._._.~._.~._.~._.~.~ .~._ .~ .~.~._ .~.~ '-'~'-'~'~'~ ._.~.~._ ._ 
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下
水
道
が
完
成
し
使
用
で
き
る
状

態
に
な
る
と
、
供
用
開
始
年
月
日
、

お
よ
び
そ
の
区
域
を
公
示
し
ま
す
。

公
示
さ
れ
た
区
域
で
は
、
台
所
や
風

呂
な
ど
の
汚
水
と
と
も
に
、
し
尿
も

直
接
公
共
下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
を
/

市
が
供
用
開
始
の
公
示
を
す
る
と
、

各
家
庭
で
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

六
ヶ
月
以
内
に
排
水
設
備
を
設
置
し

公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
も
ら
い
ま

す
。
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
、
供

用
開
始
の
日
か
ら
三
年
以
内
に
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
公
共
下
水
道
へ
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
新
築
や
増
改
築
を
す
る
場

合
は
、
公
共
下
水
道
に
直
接
接
続
す

る
水
洗
便
所
で
な
け
れ
ば
許
可
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

工
事
は
必
ず
指
定
工
事
庖
で
/

排
水
設
備
・
水
洗
化
工
事
は
、
必

ず
市
が
指
定
す
る
業
者
(
指
定
工
事

庖
)
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工

事
庖
は
基
準
に
合
っ
た
完
全
な
設
備

を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・
技

能
を
有
し
、
責
任
の
も
て
る
業
者
と

し
て
市
が
指
定
し
た
も
の
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の
ご
利
用
を

市
で
は
、
水
洗
便
所
の
改
造
費
を

最
高
五
十
万
円
ま
で
無
利
子
で
融
資

し
ま
す
。
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
下
水
道
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
下
水
道
課
ま
で
。

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線

2
8
8
)

V肱南浄化センター完成予想図

6 

{
受
益
者
負
担
金
と
使
用
料
}

V
負
担
金
の
支
払
い
方
法

負
担
金
は
五
年
に
分
割
し
、
そ

の
一
年
分
を
四
期
に
分
け
て
、

全
二
十
期
で
納
め
て
も
ら
い
ま

す
。
(
一
括
納
付
ま
た
は
、
一

部
前
納
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
前
納
報
奨
金
を
交
付
し
ま

す
。
)

公
共
下
水
道
の
整
備
区
域
内
の
人

か
ら
は
、
建
設
費
の
一
部
と
し
て
受

益
者
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
下
水
道
を
使
用
す

る
人
か
ら
は
、
施
設
の
維
持
管
理
費

の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
使
用
料
を

納
め
て
も
ら
い
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て

V
使
用
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人公

共
下
水
道
に
汚
水
を
流
し
て
、

下
水
道
を
使
用
す
る
人
。

V
使
用
料
金

別
表
の
と
お
り

V
納
付
方
法

市
の
納
入
通
知
書
に
よ
り
毎
月

納
付
し
て
も
ら
い
ま
す
。

V
汚
水
量
の
確
認
方
法

水
道
水
だ
け
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
は
、
そ
の
使
用
水
量
を
汚

水
量
と
し
ま
す
。
そ
の
他
の
場

合
は
、
使
用
実
態
な
ど
を
勘
案

し
て
市
が
認
定
し
ま
す
。

V
負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地

区
域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
対

象
で
す
。

V
負
担
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人負

担
金
は
、
土
地
の
所
有
者
が

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
そ
の
土
地
に
地
上
権

な
ど
の
権
利
者
が
い
る
と
き
は
、

そ
の
人
が
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

V
負
担
金
の
額

土
地
一
ば
に
つ
き
三
百
七
十
円

で
す
。

一
ヶ
月
当
た
り
の
下
水
道
使
用
料

次
の
表
に
よ
り
算
出
し
た
額
に
百
分
の
百
三
を
乗
じ
て
得
た
額
。

場j谷 3水雪
般

汚水 水うち 種類。コ

基本料金
料金区

使
分

立 ル ー

つに 立方 用

方
きメ 水

メ
。

ト 立方
料

五 五三 メ 量 ( 

卜
。 0 0立0 。立。立

立方。メ立方。メ

。 。
。

方立立方
卜 月

Jlノ 立 立方 方方 J[J 
方 方メメ| 

メメ メメ ま 区 つ
メ I I I I 卜|卜| で き

|ト 卜卜 ト卜

つ ト トjレJlノJlノJレjレjレjレ
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でま超えを でま超えを
分

き を でま超え で超え
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る
も
の

五
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お迎えします

つつ;じ
4月25

大
洲
の
春
を
彩
る
「
つ
つ
じ
ま
つ

り
」
は
、
四
月
二
十
五
日
か
ら
五
月
十

五
日
ま
で
冨
士
山
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

六
万
本
余
り
の

つ
つ
じ
が
皆
様
を

お
迎
え
い
た
し
ま
す
。
山
項

一
帯
に

咲
き
誇
る
西
日
本

一
の
つ
つ
じ
園
を

・
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
次
の
と

お
り
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

女
つ
つ
じ
ま
つ
り
交
通
規
制

-
日
時
四
月
二
十
九
日
・
五
月
一

日
・
五
月
三
日

1
五
月
五
日
の
九
時

1
十
七
時
ま
で
。
但
し
、
山
項
周
遊

道
路
(
は
ち
ま
き
道
路
)
は、

四

月
二
十
九
日

1
五
月
五
日
。
ま
た
、

国
道

一
九
七
号
線
(
遊
覧
道
路
)

は
、
四
月
三
十
日
も

一
方
通
行

0

・
交
通
規
制
概
要
地
図
の
と
お
り

・
国
道

一
九
七
号
線
か
ら
の
家
族
旅

行
村
経
由
の

二
車
線
登
山
道
の
登

り
車
線
は
、
期
間
中
(
四
月
二
十
九

日
・
五
月

一
日
・
五
月
三
日
1
五

月
五
日
の
九
時

1
十
七
時
ま
で
)

は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
・
パ
ス
専
用

車
線
と
な
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

期
間
中
は
、
大
変
な
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
指
導
員
・
道

路
標
識
の
指
示
に
従

つ
で
く
だ
さ

女
臨
時
パ
ス
の
運
行

冨
士
山
公
園
に
は
二
百
台
程
度
し

か
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。
期
間
中
の
日

曜
・
祝
日
に
臨
時
パ
ス
を
運
行
し
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ス
の
発
車
は
如
法
寺
河
原
か
ら

で
す
。
発
車
場
所
に
は
約
二
百
台
の

無
料
駐
車
場
を
準
備
し
て
い
ま
す

0

・
運
行
日
四
月
二
十
九
日
・
五
月

一
日
・
五
月
三
日

1
五
月
五
日

0

・
経
路
如
法
寺
河
原

1
家
族
旅
行

村

1
冨
士
山
公
園
ふ
れ
あ
い
の
家

・
料
金
往
復
二
百
円
(
子
供
半
額
)

・
福
祉
パ
ス
の
運
行

臨
時
パ

ス
の
運
行
日
に
は
、
お

年
寄
り
、
身
体
障
害
者
専
用
の
福

祉
パ

ス
を
周
遊
道
路

(は
ち
ま
き

道
路
)
内
で
運
行
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
家
ま
え
か
ら
展
望

台
を
経
由
し
て
、
ふ
れ
あ
い
の
家
へ

帰
る
巡
回
コ

l
ス
で
運
行
し
ま
す
。

料
金
は
無
料
で
す
。

女
駐
車
整
理
料

四
月
二
十
九
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で

冨
士
山
公
園
駐
車
場
を
利
用
す
る
場

合
は
、
整
理
料
金
が
必
要
で
す
の
で
、

ご
了
解
下
さ
い
。

-

普

通

乗

用

車

五

O
O円

・
マ
イ
ク
ロ

バ

ス

八

O
O円

・
パ
ス

一
、

0
0
0円

安
モ
デ
ル
撮
影
会

-

日

時

五
月

一
目
印

十

一
時

1
十
四
時
三
十
分

・
集
合
場
所

ふ
れ
あ
い
の
家
前

詳
し
く
は
左
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
宮
⑫
2
1
1
1
(3
2
7
)

観

光

協

会

宮
⑫
2
6
6
4

使
用
料
・
手
数
料
の
一
部

が
改
定
に
な
り
ま
し
た

大
洲
市
は、

四
月

一
日
付
け
で
使

用
料
、
手
数
料
の

一
部
を
改
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
コ
ス
ト
が
順
次
上
昇
し

て
い
る
な
か
で
、
十
年
以
上
見
直
し

を
行

っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
に

つ
い

て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

担
当
課
ま
で
。

V
庁
舎
駐
車
場
使
用
料
の

一
部
(
総

務
財
政
課
)

V
市
民
会
館
使
用
料
(
市
民
会
館
)

V
火
葬
場
使
用
料
(
保
険
環
境
課
)

V
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
使
用
料

(教
委
社
会
教
育
体
育
課
)

V
臥
龍
山
荘
観
覧
料
(商
工
観
光
課
)

V
少
年
自
然
の
家
使
用
料

(教
委
総

務
課
)

V
図
書
館
使
用
料
(
図
書
館
)

V
博
物
館
使
用
料
(
博
物
館
)

V
夜
間
照
明
使
用
料
(
教
委
社
会
教

育
体
育
課
)

V
優
良
宅
地
造
成
認
定
申
請
手
数
料

(都
市
整
備
課
)

V
住
宅
用
家
屋
証
明
申
請
手
数
料

(都
市
整
備
課
)

V
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
申
請
手
数

料
(
市
民
課
)

〔改
定
後
の
主
な
額
〕

O
火
葬
場
使
用
料

大
人

(市
内
者
)
四
千
円
、
小
人

(市
内
者
)
三
千
円

O
臥
龍
山
荘
観
覧
料

大
人
二
百
五
十
円
、
小
人
五
十
円
、

幼
児
と
身
体
障
害
者
手
帳
及
び
老

人
手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料

7 



大

洲

創

出

大
洲
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業

新

な

昭
和
二
十
九
年
に

一
町
九
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
大
洲
市
は
、
今
年

市
制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
大
洲
市
は
、
地

方
拠
点
都
市
の
地
域
指
定
を
受
け、

四
国
縦
貫
自
動
車
道
と
四
国
横
断
自

動
車
道
も
本
権
的
な
工
事
へ

向
け
て

動
き
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
日
常
生
活
に
結
び
つ
く
市
立
大

洲
病
院
の
移
転
改
築
事
業
と
大
洲
シ

ー
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

(仮
称
)
新

築
工
事
が
、
来
春
に
は
相
次
い
で
完

了
し
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
来
年
度
に
は
公
共
下

水
道
も
肱
南
地
区
で
供
用
開
始
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
洲
市
は
、
四

十
年
の
節
目
の
年
に
、
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
規
模
で
、
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

大
洲
市
で
は
、
私
た
ち
が
歩
ん
で

き
た
四
十
年
と
い
う
時
を
振
り
返
り
、

来
た
る
べ
き
二
十

一
世
紀

へ
の
新
た

な
る
大
洲
市
を
創
出
す
る
た
め
に
、

「
大
洲
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。
事
業
の
内
容

は
、
記
念
制
作
、
記
念
式
典
、
記
念

イ
ベ
ン
ト
の
三
つ
に
分
か
れ
、
大
洲

市
が
誕
生
し
た
九
月

一
日
を
中
心
に

し
て
数
多
く
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

る

の

大洲市制施行40周年記念事業

1 
記念制作 記念式典 記念イベン ト

①CI計画 開催日 開催 B

A シンボルマーク
0市制施行40周年記念 9月1日(木) ①レ二ングラ ド国立舞台サカス 8月6日出

の制作

B ロゴマークの制
式典 (2)40周年記念特別講演 未 ')Iと『

作 A 功労者表彰等 ①銀メダリスト君原と走ろう/ 10月23日(日)

C 市章・市旗の制 B アトラクション ④落語 (林家こん平-木久蔵) 9月6日閃

作

②ミューシヘソクサイレ
-ドキュメントビ ⑤おおず浪j霊祭， 94 11月2日(木)
デオの上映 A 大効1'1はいから絵巻 3日(剣

ンの制作

① ドキュメントビデオ
-シンボル・口ゴ B ロマンチック回廊~大洲ウ

マークの発表等 オークラリー

の制作 C 大洲ふるさと浪漫市

④市民配布用記念品の
C 祝賀会 @吹奏楽祭 8月28日(日)

制作 r:x愛媛能大洲公演 9月10日出

⑤エコーはがきの制作 ⑤ミス大別|コンテスト 6月19日(日)1

⑨力ヌーツーリング肱川 9 月 10 日は(日~I 
11日

市制施行40周年記念

ス大洲選考会

集

緑の風にのって思い切り朔んでみませんかグ

‘._. --.. ・岡、

募者場出

ミ
ス
大
洲
選
考
実
行
委
員
会
で
は
、

市
制
施
行
四
十
周
年
を
記
念
し
て
、

ミ
ス
大
洲
選
考
大
会
を
実
施
し
ま
す
。

応
募
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

{
資
格
}
大
洲
市
に
在
住
す
る
十
八

歳
か
ら
二
十
五
歳
ま
で
の
独
身
女

性

(平
成
六
年
六
月
十
九
日
現
在
)
。

大
洲
市
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議

所
な
ど
の
主
要
行
事
に
参
加
で
き

る
人
。

{
提
出
書
類
}
申
込
書
に
写
真

(
サ

イ
ズ

一
上
半
身

E
判
)
一

枚
を
添

付
の
う
え
、
応
募
先
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
応
募
書
類
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
。
申
込
書
は
応
募
先
に

あ
り
ま
す
。

{応
募
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先
}

・
大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

(大
洲

交

?
一)

宮
⑫
2
1
1
1
(内
線
3
2
7
)

・
大
洲
商
工
会
議
所

(大
洲
交
甲
一
)

宮
⑫
4
1
1
1

只
V

• 

-
大
洲
市
観
光
協
会

(大
洲
交
D
l

一)

宮

(ω
2
6
6
4

{
応
募
期
限
}

平
成
六
年
五
月
三
十

一
日

ω

{
審
査
方
法
}

V
第
一
次
審
査
(
非
公
開
)

書
類
審
査
に
よ
り
、

二
次
審
査
に

進
む
人
を
選
出
し
ま
す
。

V
第
二
次
審
査

(公
開
)

一
次
審
査
で
選
出
さ
れ
た
人
に
、

ド
レ

ス

・
浴
衣
に
よ
る
審
査
を
行

い、

ミ
ス
大
洲
代
表

一
人
、
ミ
ス

大
洲
二
人
を
選
出
し
ま
す
。

一
審
査
な
ど
}

V
第
一
次
審
査

平
成
六
年
六
月
六
日
間

V
第
二
次
審
査

平
成
六
年
六
月
十
九
日
即
日
時

1

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

{
表
彰
}

γ、、ス
大
洲
代
表

一
人
及
び
ミ
ス
大

洲
二
人
:
:
:
グ
ア
ム
旅
行
及
び
賞

金
V
二
次
審
査
に
残
っ
た
人
(
ミ
ス
大

洲
を
除
く
)
:
:
:
副
賞
及
び
賞
金

V
推
薦
者
賞
:
:
:
ミ
ス
大
洲
を
推
薦

し
た
人
に
賞
金

一
万
円
、

二
次
審

査
に
残

っ
た
人

(ミ

ス
大
洲
を
除

く
)
を
推
薦
し
た
人
に
賞
金
五
千
円



)内は旧任です。0印は昇任、

今
回
の
異
動
の
基
本
方
針

一

地
方
行
政
を
と
り
ま
く
厳
し

い
諸
情
勢
に
対
応
す
る
た
め
、

管
理
職
の
異
動
は
必
要
最
小
限

に
と
ど
め
、
社
会
変
化
に
即
応

で
き
る
体
制
と
す
る
。

二
行
政
事
務
の
多
様
化
、
複
雑

化
、
高
度
化
す
る
な
か
で
、
事

務
の
電
算
化
を
積
極
的
に
進
め
、

適
材
適
所
主
義
の
原
則
に
た
っ

て
有
能
な
人
材
を
抜
て
き
す
る

と
と
も
に
、
女
性
職
員
の
登
用

を
積
極
的
に
図
り
、
職
場
に
活

力
と
清
新
さ
を
導
入
す
る
。

三

地
方
拠
点
都
市
整
備
事
業
の

積
極
的
な
推
進
の
た
め
、
八
幡

浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町
村
圏

組
合
事
務
局
の
執
行
体
制
の
強

化
を
図
る
。

四

機

構

な

ど

ハ
門
教
育
委
員
会
教
育
次
長
を
部

本庁関係

{参
与
}

V
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広

域
市
町
村
圏
組
合
派
遣

二
宮
忠
昭

{部
長
級
}

V

総
務
部
長
山
本
敏

和

(
建
設
部
長
)

V
産
業
経
済
部
長

O
品
田
祐
三
(
建
設
課
長
)

V

建
設

部
長

O
松
井
健
(
農
業
土
木
課
長
)

V
教
育
次
長
兼
教
委
総
務
課
長

O
長

田
靖
彬
(
税
務
課
長
)

{
課
長
級
}

V
税
務
課
長

)11 

本

長
級
と
し
、
行
政
事
務
の
効
率

化
を
図
る
。

口
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
事
務
組
合
と
み
す
寮
へ

職
員
(
課
長
級
)
を
派
遣
し

体
制
の
強
化
を
図
る
。

臼
大
洲
愛
育
ホ

l
ム

(肢
体
不

自
由
児
母
子
療
育
ホ

l
ム
)

に
専
任
の
保
母
(
係
長
級
)

を
配
置
し
、
在
宅
の
肢
体
不

自
由
児
と
そ
の
保
護
者
に
対

す
る
療
育
指
導
の
充
実
を
図

る。

四
職
員
二
名
を
県
に
派
遣
し
、

高
速
道
整
備
を
積
極
的
に
図

る。

日
間
幼
稚
園
に
お
け
る
四
歳
児
か

ら
の
一
貫
教
育
を
充
実
す
る

た
め
、
幼
稚
園
教
諭
二
名
の

増
員
を
図
る
。

義
(
教
委
教
育
次
長
兼
総
務
課
長
)

V
市
民
課
長
亀
岡
園
泰
(
同
和
対

策
課
長
)

V

同
和
対
策
課
長
大
野

茂
則

(
教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
)

V

農
業
土
木
課
長

O
西
野
茂

一
郎

(
農
林
振
興
課
長
補
佐
)
V
建
設
課
長

三
保
権
三

(
都
市
整
備
課
長
)

V

都
市
整
備
課
長

O
小
泉
勝
明

(建
設

課
長
補
佐
)
V
大
洲
学
園
長

O
七
一
井
恒

雄
(
監
理
課
長
補
佐
兼
契
約
係
長
)

V
教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
中
野

賢
二
(
大
洲
学
園
長
)

V
教
委
同
和

教
育
課
長

O
谷
本
秀
男
(
会
計
課
長

補
佐
)

V

大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
事
務
組
合
派
遣

O
藤
本
卓

一

(
商
工
観
光
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

臥
龍
苑
業
務
係
長
)

V
建
設
課
主
幹

兼
課
長
補
佐
兼
管
理
第
二
係
長

O
稲

谷
浩

一
(
建
設
課
長
補
佐
兼
管
理
第

二
係
長
)

{
課
長
補
佐
級
}

V

市
長
公
室
次
長

O
伊
賀
弘
(
大
洲
病
院
事
務
専
門
員

兼
用
度
係
長
)

V

企
画
調
整
課
長
補

佐

小
島
健
市
(
企
画
調
整
課
長
補

佐
兼
情
報
統
計
係
長
)

V
総
務
財
政

課
長
補
佐
上
村
孝
虞
(
総
務
財
政

課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
)

V
会
計
課

長
補
佐

O
大
石
徹
男

(会
計
課
事
務

専
門
員
兼
用
度
係
長
)

V
監
理
課
長

補
佐
兼
契
約
係
長

三
瀬
正
勝
(
特

定
事
業
対
策
室
次
長
兼
業
務
係
長
)
V

保
険
環
境
課
長
補
佐
滝
野
弘
志

(
保
険
環
境
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長
)

V
農
林
振
興
課
長
補
佐

O
松
岡
良
明

(
商
工
観
光
課
事
務
専
門
員
兼
商
工

係
長
)

V
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼
臥

龍
苑
業
務
係
長

O
水
井
政
信
(
企
画

調
整
課
事
務
専
門
員
兼
企
画
調
整
係

長
)

V
建
設
課
長
補
佐

O
井
上
修

一

(水
道
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第

一

係
長
)

V

都
市
整
備
課
長
補
佐
兼
建

築
第

一
係
長

O
和
田
博
(
都
市
整
備

課
主
任
専
門
員
兼
建
築
第

一
係
長
)

V
特
定
事
業
対
策
室
次
長
兼
業
務
係

長

佐

伯

幸

一
(
市
長
公
室
次
長
兼

秘
書
係
長
)

V
大
洲
学
園
長
補
佐
兼

職
業
指
導
係
長

O
吉
岡
俊
雄

(大
洲

学
園
主
任
専
門
員
兼
職
業
指
導
第

一

係
長
)

V
大
洲
学
園
長
補
佐
兼
庶
務

係
長

O
長
岡
勝
子
(
教
委
社
会
教
育

体
育
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
教
育
第

一
係
長
)

V
教
委
社
会
教
育
体
育
課

長
補
佐
兼
社
会
体
育
係
長
浜
田
達

賓
(
税
務
課
長
補
佐
兼
収
納
第

一
係

長
)

V
議
会
事
務
局
次
長
井
上
修

(教
委
社
会
教
育
体
育
課
長
補
佐
兼

社
会
体
育
係
長
)

V
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
堀
泰
男

(農
業
委
員
会

事
務
局
次
長
兼
農
政
係
長
兼
農
地
係

長
)

V
税
務
課
主
任
専
門
員
兼
収
納

第
一
係
長

O
西
川
博
治
(
総
務
財
政

課
事
務
専
門
員
兼
文
書
係
長
兼
交
通

安
全
係
長
)

V
下
水
道
課
主
任
専
門

員
兼
工
務
第
一
係
長

O
坂
本
慎
(
下

水
道
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
係
長
)

{
専
門
員
}

V

総
務
財
政
課
事
務
専

門
員
兼
財
政
第

一
係
長

O
松

田

呉

(総
務
財
政
課
財
政
第

一
係
長
)
V
総

務
財
政
課
事
務
専
門
員
兼
管
財
係
長

O
是
津
徳
明

(
総
務
部
付
係
長
)

V

監
理
課
事
務
専
門
員
兼
公
営
住
宅
係

長

O
谷
岡
明
(
監
理
課
公
営
住
宅
係

長
)

V
税
務
課
事
務
専
門
員
兼
固
定

資
産
税
第
一
係
長

O
水
関
裕
二
(
税

務
課
固
定
資
産
税
係
長
)

V
市
民
課

事
務
専
門
員
兼
戸
籍
係
長

O
木
戸
高

志
(
大
川
公
民
館
係
長
兼
大
川
連
絡

所
長
)

V
福
祉
事
務
所
事
務
専
門
員

兼
援
護
第

一
係
長

O
西
山
茂
寿
(
福

祉
事
務
所
援
護
係
長
)

V
農
業
土
木

課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
一
係
長

O

青
木
優
幸
(
農
業
土
木
課
工
務
第
一

係
長
)

V
農
業
土
木
課
技
術
専
門
員

兼
工
務
第
二
係
長
有
友
貞
夫
(
建

設
課
技
術
専
門
員
兼
工
務
第
一
係
長
)

V
商
工
観
光
課
事
務
専
門
員
兼
観
光
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係
長

O
木
村
昭
博

(商
工
観
光
課
観

光
係
長
)

V
都
市
整
備
課
技
術
専
門

員
兼
建
築
第
二
係
長

O
蔵

本

和

孝

(都
市
整
備
課
建
築
第
二
係
長
)
V
水

道
課
事
務
専
門
員
兼
業
務
係
長

O
河

野
浩
明
(
水
道
課
業
務
係
長
)

V
清

和
国
事
務
専
門
員
兼
庶
務
係
長

O
井

上
利
男
(
市
民
課
戸
籍
係
長
)

V
教

委
社
会
教
育
体
育
課
事
務
専
門
員
兼

社
会
教
育
係
長

信
尾
静
(
下
水
道

課
事
務
専
門
員
兼
業
務
係
長
)

V
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
専
門
員
兼
選
挙

係
長

O
山
田
隆
司
(
選
挙
管
理
委
員

会
選
挙
係
長
)

V

大
洲
病
院
事
務
専

門
員
兼
用
度
係
長
山
本
幸

一
(
清

和
国
事
務
専
門
員
庶
務
係
長
)

{係
長
級
}

V
市
長
公
室
秘
書
係
長

O
武
田
康
秀

(市
長
公
室
主
査
)

V

企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
長
曽
根

恭
輔
(
南
久
米
公
民
館
係
長
兼
南
久

米
連
絡
所
長
)

V
企
画
調
整
課
情
報

統
計
係
長
大
野
浩
司
(
大
洲
病
院

医
事
係
長
)

V
総
務
財
政
課
財
政
第

二

係

長

福

岡
稔
(
税
務
課
市
民
税

係
長
)

V
総
務
財
政
課
文
書
係
長
兼

交
通
安
全
係
長

O
篠
原
喜
英
(
企
画

調
整
課
主
査
)

V
会
計
課
用
度
係
長

O
松
岡
千
恵
子
(
農
林
振
興
課
総
括

主
査
)

V
税
務
課
固
定
資
産
税
第
二

係
長

O
松
盛
美
智
子
(
税
務
課
総
括

主
査
)
V
税
務
課
市
民
税
係
長
新
野

武
男
(
三
善
公
民
館
係
長
兼
三
善
連

絡
所
長
)

V
保
険
環
境
課
国
保
係
長

O
村
田
泰
志
(
保
険
環
境
課
主
査
)

V
福
祉
事
務
所
援
護
第
二
係
長

O
大

石
あ
い
(
上
須
戒
保
育
所
主
任
保
母

心
得
)

V
農
林
振
興
課
農
政
第
一
係

長
吉
岡
一
(
農
林
振
興
課
農
政
係

長
)

V
農
林
振
興
課
農
政
第
二
係
長

O
大
野
令
子
(
都
市
整
備
課
総
括
主

査
)

V
商
工
観
光
課
商
工
係
長

O
赤

坂
知
之
(
商
工
観
光
課
主
査
)

V
建

設
課
工
務
第
一
係
長
村
上
英
二
郎

(
水
道
課
工
務
第
二
係
長
)

V

建
設

課
工
務
第
三
係
長

O
石
丸
禎
時
(
建

設
課
総
括
主
査
)

V
下
水
道
課
工
務

第
二
係
長

O
井
口
康
徳
(
下
水
道
課

総
括
主
査
)

V
下
水
道
課
業
務
係
長

藤
田
修
(
総
務
財
政
課
財
政
第
二

係
長
)

V
水
道
課
工
務
第
一
係
長

白
石
良
一
(
農
業
土
木
課
工
務
第
二

係
長
)

V
水
道
課
工
務
第
二
係
長

O

上
田
信
幸
(
水
道
課
総
括
主
査
)

V

南
久
米
公
民
館
係
長
兼
南
久
米
連
絡

所
長

O
堺
孝
司

(
議
会
事
務
局
主
査
)

V
大
川
公
民
館
係
長
兼
大
川
連
絡
所

長

O
山
本
賢
(
税
務
課
主
査
)

V
三

善
公
民
館
係
長
兼
三
善
連
絡
所
長

O

森
野
啓
二
(
都
市
整
備
課
主
査
)

V

上
須
戒
公
民
館
係
長
兼
上
須
戒
連
絡

所
長
林
田
稔
徳

(
教
委
社
会
教
育

体
育
課
社
会
教
育
第
二
係
長
)

V
農

業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
長

O
佐
々

木
節
子
(
農
業
委
員
会
事
務
局
総
括

主
査
)

V
農
業
委
員
会
事
務
局
農
政

係
長

O
武
田
真
彦
(
農
業
委
員
会
事

務
局
主
査
)

V
愛
媛
県
派
遣

O
武
知

省
吾
(
監
理
課
主
査
)

V
大
洲
病
院

医
事
係
長
心
得

O
仲
間
貴
志
(
農
業

土
木
課
)

V
市
民
課
総
括
主
査

O
稲

谷
勝
子
(
市
民
課
主
査
)

V
福
祉
事

務
所
総
括
主
査

O
渡
辺
稔
(
福
祉
事

務
所
主
査
)

V
清
和
国
総
括
主
査

O

矢
野
志
津
香
(
清
和
国
主
査
)

V
教

委
総
務
課
総
括
主
査

O
西
岡
典
子

(
教
委
総
務
課
主
査
)

{
主
査
・
主
事
な
ど
}

V
市
長
公
室

主
査

O
丸
山
幸
宏
(
市
長
公
室
)

V

企
画
調
整
課
主
査

O
冨
田
徹
(
企
画

調
整
課
)

V
会
計
課
主
査

O
城
戸
弘

一
(
会
計
課
)

V
福
祉
事
務
所
主
査

O
中
野
孝
治
(
福
祉
事
務
所
)

V
同

和
対
策
課
主
査

O
山
本
稔
(
同
和
対

策
課
)

V

農
林
振
興
課
主
査

O
中
岡

透
至
(
農
林
振
興
課
)

V

農
林
振
興

課
主
査

O
柁
原
宏
志
(
農
林
振
興
課
)

V
農
業
土
木
課
主
査
田
中
美
知
子

(
保
険
環
境
課
主
査
)

V

建
設
課
主

査

O
谷
川
剛

(
建
設
課
)

V
都
市
整

備
課
主
査
池
田
至
子
(
農
業
土
木

課
主
査
)

V
都
市
整
備
課
主
査

O
毛

利
裕
司
(
都
市
整
備
課
)

V
下
水
道

課
主
査

O
高
見
浩
一
(
下
水
道
課
)

V
企
画
調
整
課
(
上
級
主
事

)
O福

居
長
幸
(
企
画
調
整
課
)

V
総
務
財

政
課
(
上
級
主
事

)
O西
尾
幸
枝
(
総

務
財
政
課
)

V
水
道
課
(
上
級
主
事
)

O
楠
野
修
(
水
道
課
)

V
教
委
社
会

教
育
体
育
課
(
上
級
主
事

)
O久
保

明
敬
(
税
務
課
)

V
選
挙
管
理
委
員

会
(
上
級
主
事

)
O村
上
司
(
選
挙

管
理
委
員
会
)

V
税
務
課
深
部
一

男
(
水
道
課
)

V
税

務

課

坪

内
修

(福
祉
事
務
所
)

V

監
理

課

徳

永

吉
和
(
市
民
課
)

V

農
林
振
興
課

押
田
清

(
都
市
整
備
課
)

V
農
業
土

木
課
都
築
祐
司

(市
民
課
)

V
都

市
整
備
課
隅
田
充
(
農
林
振
興
課
)

V
水
道
課
(
技
師
)
西
野
利
秋

(水

道
課
)
マ
清
和
国
村
上
洋
康
(
大

洲
病
院
)

V

保
健
セ
ン
タ
ー

松

本

文
栄
(
大
川
連
絡
所
)

V
菅
団
連
絡

所

中

尾

哲

子

(
新
谷
連
絡
所
)

V

大
川
連

絡

所

森

野

加

代

(

八

多

喜
連
絡
所
)
V
新
谷
連
絡
所
城
戸
千

年
(
菅
団
連
絡
所
)

V
八
多
喜
連
絡

所
原
田
和
枝
(
保
健
セ
ン
タ
ー
)

V
議
会
事
務
局
徳
石
伊
重
(
上
須

戒
公
民
館
兼
上
須
戒
連
絡
所
)

V
監

査
事
務
局
遠
香
和
江

(
税
務
課
)

V
愛
媛
県
派
遣
大
久
保
敬
二
(
税

務
課
)

保

=民
同

所

{課
長
補
佐
級
}

V
主
任
専
門
員
兼

喜
多
保
育
所
長

O
隅
田
静
子
(
事
務

専
門
員
兼
喜
多
保
育
所
長
)

{
専
門
員
級
}

V

肱
南
保
育
所
長

O

細
川
征
子

(
肱
南
保
育
所
長
心
得
)

V

南
久
米
保
育
所
長

O
久
保
友
代

(
南
久
米
保
育
所
長
心
得
)

V
大
成

保
育
所
長

O
岩
堀
庸
子
(
大
成
保
育

所
長
心
得
)

V
三
善
保
育
所
長

O
石

山
幸
子
(
三
善
保
育
所
長
心
得
)

V

上
須
戒
保
育
所
長

O
二
宮
シ
ズ
子

(上
須
戒
保
育
所
長
心
得
)

{
係
長
級
}

V

上
須
戒
保
育
所
主
任

保
母

O
浅
野
小
寿
枝

(南
久
米
保
育

所
主
査
)

一
保
母
な
ど
}

V
肱
南
保
育
所
主
査

上
田
広
美
(
大
洲
学
園
主
査
)

V

喜
多
保
育
所
主
査
浜
田
公
子
(
菅

田
保
育
所
主
査
)

V
肱
北
保
育
所
主

査
東
美
栄
子
(
大
洲
学
園
主
査
)

V
南
久
米
保
育
所
主
査
二
宮
隆
子

(肱
北
保
育
所
主
査
)

V
菅
田
保
育

所

主

査

新

川
千
代
子
(
喜
多
保
育

所
主
査
)

V
新
谷
保
育
所
主
査
清

中
祥
子
(
徳
森
保
育
所
主
査
)

V
三

善
保
育
所
主
査
三
瀬
喜
代
子

(新

谷
保
育
所
主
査
)

V
大
洲
学

園

菊
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地
安
江

(
新
谷
保
育
所
)

V
新
谷
保

育
所
谷
本
真
紀
(
喜
多
保
育
所
)

V
肱
北
保
育
所

岡

一
栄
(
菅
田
保

育
所
)

V

菅
田
保
育
所

山
本
美
恵

子
(
喜
多
保
育
所
)

V
新
谷
保
育
所

新
勝
子
(
肱
北
保
育
所
)
V
新
谷
保

育
所
宮
本
恵
子
(
清
和
国
)

V
三

善
保
育
所
久
保
道
子
(
新
谷
保

育
所
)

大

洲

病

院

{
課
長
補
佐
級
}

V
副
総
婦
長

O
入

舟
昭
美

(
婦
長
)

V
副
総
婦
長

O
佐

々
木
智
子
(
婦
長
)

V

主
任
専
門
員

兼
薬
局
第
一
係
長

O
袖
岡
茂
徳
(
技

術
専
門
員
兼
薬
局
第
一
係
長
)

{
専
門
員
}

V
技
術
専
門
員
兼
検
査

第

一
係
長
永
原
重
子
(
技
術
専
門

員
兼
検
査
係
長
)

{
係
長
級
}

V

検
査
第
二
係
長

O
窪

地
厚
美
(
総
括
主
査
)

{
主
査
な
ど
}

V

主
査

O
谷
浦
ユ
カ

リ
(
技
師
)

V

臨
床
工
学

技

士

栗

田
博
司
(
看
護
士
)

V
臨
床
工
学
技

士

岩

野

哲

也

(
看
護
士
)

幼
稚
園
・
小
中
学
校

{
課
長
補
佐
級
}

V

喜
多
幼
稚
園
主

任
専
門
員
兼
主
任
教
諭

O
松
森
節
子

二旦
Z
タ
幼
稚
園
専
門
員
兼
主
任
教
諭
)

{
専
門
員
}

V
大
洲
幼
稚
園
専
門
員

兼
主
任
教
諭

西
田
康
子
(
平
野
幼

稚
園
専
門
員
兼
主
任
教
諭
)

V

平
野

幼
稚
園
専
門
員
兼
主
任
教
諭
石
間

峯
子
(
大
洲
幼
稚
園
専
門
員
兼
主
任

教
諭
)



{
係
長
級
}

V

大
洲
幼
稚
園
総
括

主
査

O
松
盛
た
か
ゑ
(
大
洲
幼
稚
園
)

{
教
諭
な
ど
}

V
喜
多
幼
稚
園
宮

部
香
(
久
米
幼
稚
園
)

V
平
小
学
校

西
村
洋
子
(
大
洲
北
中
学
校
)

V

新

谷
小
学
校
西
岡
文
子
(
新
谷
中
学

校
)

V
大
洲
北
中
学
校
岩
田
道
子

(
新
谷
小
学
校
)
V
新
谷
中

学

校

石

丸
美
佐
子
(
平
小
学
校
)

新
規
採
用
者

V
大
洲
病
院
外
科
部
長
李
俊
尚
V

税
務
課
西
山
和
幸
V
税

務

課

森

あ
き
V
市
民
課
毛
利
美
砂

V
市

民
課
中
塚
寛
之
V
保
険
環
境
課

二
宮
ゆ
か
り
V
福
祉
事
務
所
窪
容

退

者

職

V
二
宮
忠
昭
(
総
務
部
長
)

V
政
所

義
之
(
産
業
経
済
部
長
)

V
西
山
安

俊
(
市
民
課
長
)

V
津
田
高
夫
(
議

会
事
務
局
次
長
)

V
寄
町
勇
膏
(
同

和
教
育
課
長
)

V
新
喜
久
三
(
大
洲

学
園
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
)

V
奥
野

静
(
大
洲
学
園
主
任
調
理
師
)
マ
佐

江
V
商
工
観
光
課
谷
野
秀
明
V
都

市
整
備
課
往
田
秀
樹
V
水
道
課

祖
母
井
篤
生
V
水
道
課
上
田
規
男

V
教
委
社
会
教
育
体
育
課
水
本
典

子
V
大
洲
学
園
河
野
順
子
V
大
洲

学
園
久
保
優
子
V
大
洲
学
園
黒

田
博
V
大
洲
学
園
山
崎
豊
樹
V
新

谷
保
育
所
山
本
多
恵
V
喜
多
保
育

所
高
平
知
子
V
喜
多
幼
稚
園
袖

岡
恵
美
V
平
野
幼
稚
園
井
上
美
代

V
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
玉
井
宏
美

V
大
洲
病
院
茶
家
康
吉
マ
大
洲
病

院
亀
岡
美
智
代
V
大
洲
病
院
松

岡
紀
代
V
大
洲
病
院
若
宮
紀
子
V

大
洲
病
院
松
本
直
美
V
大
洲
病
院

白
石
正
和

藤
公
子
(
大
洲
学
園
総
括
主
査
)

V

渡
部
倭
江
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調

理
主
任
)
V
大
田
幸
子
(
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
調
理
員
)

V
藤
岡
由
香
利

(
監
査
事
務
局
主
事
)

V
二
宮
真
弓

(
三
善
保
育
所
調
理
員
)

一

(
O
印
は
昇
任
、
(
)
は
旧
任
)

h
v内
山
支
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
係

~

長

二

宮

利
夫

(川
上
支
署
事
務
専

向
門
員
兼
消
防
第
二
係
長
)

V
長
浜
支

一
署
事
務
専
門
員
兼
消
防
係
長
宮
本

叩
修
一
(
大
洲
消
防
署
予
防
課
事
務
専

問
門
員
兼
予
防
係
長
)

V
川
上
支
署
事

や
務
専
門
員
兼
消
防
係
長
当
川
幅
光

市
(
内
山
支
署
専
務
専
門
員
兼
消
防
第

百
一
係
長
)

V
長
浜
支
署
救
急
係
長

円
増
田
勇
雄

(
長
浜
支
署
消
防
第
一
係

市
長
)

V
大
洲
消
防
署
予
防
課
予
防
係

町

長

大

野
博
史
(
長
浜
支
署
救
急
係

日
長
)

V
大
洲
消
防
署
消
防
課
消
防
係

日
長

O
山
田
虎
幸
(
大
洲
消
防
署
消
防

日
課
総
括
主
査
)

V
長
浜
支
署
救
急
係

明
長

O
冨
田
秀
克
(
長
浜
支
署
総
括
主

一
査
)

V
大
洲
消
防
署
消
防
課
総
括
主

市

査

谷

本

常
行
(
大
洲
消
防
署
予
防

一
課
総
括
主
査
)

V
川
上
支
署
主
査

一
梶
野

徹

(大
洲
消
防
署
消
防
課
主

一
査
)
V
川
上
支
署
主
査
長
岡
庄
造

一
(
大
洲
消
防
署
消
防
課
主
査
)

V
長

一
浜
支
署
主
査

西
平
好
孝
(
川
上
支

一
署
主
査
)

V
川
上
支
署
主
査
川
上

一
弘
二
(
内
山
支
署
主
査
)

V
大
洲
消

一
防
署
消
防
課
主
査
森
松
忠
雄
(
長
浜

一
支
署
主
査
)

V
内
山
支
署
主
査

二

一
宮
功
(
大
洲
消
防
署
消
防
課
主
査
)

一

V
大
洲
消
防
署
消
防
課
主
査
松
尾

町
文
夫
(
川
上
支
署
主
査
)

V
長
浜
支

平
成
六
年
度人

事

異

動

大
洲
地
区
広
域
消
防
事
務
組
合

署
主
査
高
本
佳
直
(
大
洲
消
防
署

消
防
課
主
査
)

V

大
洲
消
防
署
消
防

課
主
査
二
宮
敏
浩
(
長
浜
支
署
主

査
)

V
内
山
支
署
主
査

O
宮
野
雅
一

(内
山
支
署
)

V

長
浜
支
署
主
査

O

亀
田
昌
一
(
長
浜
支
署
)

V
長
浜
支

署
古
谷
正
文
(
大
洲
消
防
署
消
防

課
)

V
内
山
支
署
泉
清
一
(
川
上

支
署
)

V
消
防
副
士
長

O
大
本
浩
司

V
大
洲
消
防
署
消
防
課
消
防
副
士
長

O
菊
岡
幸
造
(
川
上
支
署
)
V
消
防
副

士
長

O
二
宮
賢
三
V
川

上

支

署

高

奥
克
利
(
内
山
支
署
)

V
川
上
支
署

河

井

誠

(
長
浜
支
署
)

「児童福祉ーっ
子どもたちのすこやかな成長を図るため、

それぞれの地域で子どもたちを見守ってい

きましょう。

標
準
価
格
米
の

小
売
販
売
価
格
に
つ
い
て

(三
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で
)

標
準
価
格
米
は
、
従
来
政
府
米

と
自
主
流
通
米
を
そ
の
原
料
と
し
て

使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
産
米

の
不
作
な
ど
に
よ
り
圏
内
産
米
の
出

回
量
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
外
国

産
米
間
%
を
原
料
と
す
る
「
特
定
標

準
価
格
米
」
と
し
て
販
売
し
て
い
ま

す。
こ
の
た
め
、
特
定
標
準
価
格
米
の

小
売
販
売
価
格
は
、
十
回
当
た
り
三

千
百
六
十
円
(
消
費
税
込
み
で
、
袋

代
は
含
み
ま
せ
ん
)
と
な
り
、
こ
れ

ま
で
標
準
価
格
米
が
四
千
六
百
円
だ

っ
た
の
に
比
べ
、
千
四
百
四
十
円
の

値
下
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
三
月
一
日
か
ら
六
月
三

十
日
ま
で
の
原
料
玄
米
の
構
成
割
合

は
次
の
と
お
り
で
す
。

原料玄米の構成割合

i 
Aグループ米 Bグループ未

1ロh、

アメリカ 中国産東 タイ国
計

産加川米北米 産米

原 % % 。ん%

構料成 60 20 20 100 

@
A
グ
ル
ー
プ
米
一
ア
メ
リ
カ
、
中
国

豪
州
産
等
の
中
・
短
粒
種

B
グ
ル
ー
プ
米
一
タ
イ
国
産
の
長
粒
種

※
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛
食

糧
事
務
所
大
洲
支
所
(
⑪
4
1
9
5
)

ま
で
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漏
水
を
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
に
水
道
課
ま
で

大
洲
市
で
は
、
安
全
で
お
い
し
い

水
を
安
定
し
て
供
給
す
る
た
め
、
上

水
道
第
四
次
拡
張
事
業
を
実
施
し
、

水
源
地
や
配
水
池
を
建
設
し
た
り
、

配
管
施
設
の
整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
既
存
の
施
設
の
点
検
に
も
努

め
て
い
ま
す
が
、
配
水
管
は
上
水
道

と
簡
易
水
道
を
合
わ
せ
る
と
二
百
八

十
凶
に
も
な
り
、
漏
水
箇
所
の
発
見

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
が
あ
る
と
水
圧
の
低
下
に
よ

り
水
の
出
が
悪
く
な

っ
た
り
、
断
水

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
水
道

は
皆
さ
ん
の
水
道
料
金
で
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ム
ダ
な
経
費
を
使

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

漏
水
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
水

道
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
3
7
5
3

企順調に工事が進んでいる市立大洲病院

市
立
大
洲
病
院
は
、
皆
さ
ん
に
よ

り
良
質
な
医
療
を
提
供
で
き
る
基
幹

病
院
と
し
て
の
役
割
り
を
果
す
た
め
、

平
成
七
年
四
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指

し
、
順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
移
転
改
築
事
業
を
は
じ
め
、

医
療
機
器
十
五
品
目
が
、
厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
で

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

{
十
五
品
目
の
内
容
}

V
ラ
ン
グ
ベ
ン
チ
レ

ー
タ
ー
V
ホ
プ

キ
ン
ス
氏
テ
レ
ス
コ

ー
プ

E
m
v
眼

底
カ
メ
ラ

V
個
人
用
血
液
鴻
過
透
析

装
置
V
個
人
用
透
析
装
置
V
ホ
ル
タ

l
心
電
計
V
多
機
能
心
電
図
自
動
解

析
装
置
V

X
線
テ
レ
ビ
装
置
V
副
鼻

腔
手
術
器
具
V
内
視
鏡
下
外
科
手
術

機
器
V
関
節
用
手
術
器
械
V
手
関
節

用
創
外
固
定
器
V
搬
送
用
保
育
器
V

分
光
光
度
計
V
ポ
ー
タ
ブ
ル
デ
フ
ィ

フ
リ
レ
l
タ
!

E⑪3753まで漏水を見つけたら、

No.187 

解
放
の
日
を
め
ざ
し
て

とんし生t愛fしの年t話2 もこそずでの に す も 風Zすたをとか不ふし で果は
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人
権
と
同
和
教
育

わ
る

ち

が

こ
が
悪
い
の
付
す
か
。
ど
こ
が
違
う

の
で
す
か
。
僕
に
と

っ
て
わ
母
さ
ん

そ
う
ど
ん

あ
い

て

は
優
し
く
て
、

相
談
相
手
と
し
て
何

ふ

ま

ん

4

一命
日げ
不
満
の
な

一刊
以
で
オ
一い
ま
た
、

部
落
差
別
な
ど
今
日
の
社
会
で
は
通

ょ

う

へ

ん

け

ん

用
し
な
レ
ド
お
ろ
か
な
偏
見
で
あ
る

こ
と
が
常
識
と
な

っ
て
い
ま
す
。
同

つ
み

ι

で
お
母
さ
ん
に
罪
が
あ
る
の
で
す
。

罪
は
差
別
す
必
人
に
あ
る
の
で
す
。

』

と
、
こ
の
言
葉
に
、
祖
父
も
反
対
す

ムし
れ傾

い

付

人

と

き
i

る
言
葉
を
失

っ
て
意
見
を
取
り
下
げ

ま
し
た
。

次
の
目
、
ま
た
も
中
傷
に
や

っ
て

き
た
人
に
夫
が
言
い
ま
し
た
。

『あ

な
た
が
今
か
ら
ど
ん
な
こ
と
を
言

っ

て
来
で
も
、
私
の
家
で
は
ピ
ク
と
も

し
ま
せ
ん
よ
。
そ
れ
に
、
こ
の
こ
と

し

ん

じ

ん

か

〈

み

ず

か

批
、
あ
な
た
自
身
の
人
格
を
自
ら
が

傷

つ
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
す

よ
。』
と
た
し
な
め
て
い
ま
し
た
。

家
族
や
近
所
の
人
々
の
応
援
も
あ

だ
い

じ
よ
う

り
、
も
う
私
の
家
は
大
丈
夫
で
す
。

件、

相
ェザ
拘
人
を
責
め
な
い
で
く
だ
片
山
h
y
己

以
上
の
よ
う
な
う
れ
し
い
、
力
強

い
言
葉
で
し
た
。

差
別
者
が
、
そ
の
地
域
の
人
た
ち

む

と
ん

こ

う

ぎ

う

た

ち

心
よ

っ
て
無
言
の
抗
議
を
受
け
る
立

場
に
な

っ
た
の
で
す
。

「
僕
の
母
さ
ん
の
ど
こ
が
悪
い
己

こ
の
子
供
の
問
い
か
け
に
、
私
た

せ
き
に
人

ち
大
人
が
責
任
を
も

っ
て
こ
た
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
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企 4月2日比)桜まつり剣道大会n開催されまじた。

4月3日(日)tl"う10月30日(日)ぎで、臥龍の渡レn 砂

Iðじまl./~レだ。料金 1ëJ:片道100円(大人)です。

平野小学校の体育館行新築落

成じまじた。落成式lこIa:全校

児童のldttl之、地元主主どの関

係者約 170人tf出席じ完成さ

祝いまレだ。

まだ体育館と同時!こブー/レち

移転レ完成レまじだ。

1‘2月28日(月)大洲市ボラ〉子 - 一一一一

コーqィ?研修会n開ttれ、在宅福 L_
念 ιI ，ゐ

主置 祉とポラン子イ?のh'h'わl./
き11己ついて関係者が研修レまレ

ヲ;， 12。八多喜町出身の楠野義計

1さんの講演ちありました。

3月3日休) ひた主祭l./のご惨

の日大洲市連合婦人大会n行

われまレ定。各専門部会の報

告やそれぞれの婦人会での活

動の様子n発表されまじだ。

‘3月19日比) 第2回大洲拠

点都市地域整備促進懇談会門 家

=開催せれ、約60人n出席レで

拠点地区 (東大洲)の整備12

ついて意見き述べまレ定。

3月21日(月) 大洲市民大学'

n開h'れ、テレビブロデユー

ザーの石井ふく子ざんげ講演

さ行いまレた。

川:;t-;..i肱川流域ヴリーントピ?有毒想

、吋吋".ド竜 事業化推進協議会l巴こよ3第3

ひ 回パ作川、V一/
Vトf斤T開介れEま長レだ。

今年の子ーマIa:r21世紀をめ

ざす農業経営のあり方」と題

レτ、全国tt'う 5.581回線の



平成6年度国家公務員採用試験(大学卒業程度)を実施します

試験の種類 申込受付期間 第1次試験日

国家公務員採用 I種試験 6 . 12 (日)

国家公務員採用E種試験 5. 9 (月) 7 3 (日)

国税専門官採用試験 6 . 18仕)

労働基準監督官採用試験 5. 16(月) 19 (日)

法務教官採用試験 6 . 18ω 

航空管制官採用試験 8 .19幽~9. 2幽 10 2 (日)

※詳しいお問い合わせについては

干760高松市松島町 1-17-33 

人事院四国事務局 第二課試験係まで

n(0878) 31-4765 まで

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

金
一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
同
老

人
ク
ラ
ブ
会
へ
)
上
須
戒
小
川

晃

金
一
封
(
三
善
地
区
社
協
へ
)

東
宇
山

矢

野

治

夫

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
・
菅
団
地

区

社

協

へ

)

菅

田

町

高

田

英

典

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
・
平
地
上

鶴

寿

会

へ

)

平

野

町

福

田

収

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

上

田

稔

金
一
封
(
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

亀

井

悦

子

金
一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

山
本

冨

夫

金

一
封
(
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会

へ

)

新

谷

町

大

野

熊

一

三
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一
封

成

能

肱

川

勇

金

一

封

大

洲

品

田

義

明

金

一

封

徳

森

尾

上

利

則

金

一

封

新

谷

池

田

武

男

金

一

封

阿

蔵

西

村

満

定

金
一
封
(
演
劇
公
演
(
座
敷
童
子
の

恋
)
収
益
金
の
一
部
)
新
谷
青
年
団

団

長

古

河

異

澄

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
平
野
地
区
社
協
へ
)

平

野

町

西

国

徳

男

て特歩た 宮 付
別行 。岡事

り く も 人 ハ 。 、 目 。 の
、だのと|持食をみこ

一一司セ'!"L

w て J いて
。あ

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ
)
中
村
ガ
レ
ー
ジ
セ

l
ル
愛
好
会

金
一
封
(
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
よ
る
預
託
点
数
転
出
に
伴
う
慰
労
金

を
肱
南
地
区
社
協
へ
)

大

洲

谷

岡

た

み

子

金
一
封
(
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

に
よ
る
預
託
点
数
死
亡
に
伴
う
慰
労
金

を
喜
多
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

大

門

通

矩

金
一
封
(
寄
付
金
を
肱
北
地
区
社
協

へ

)

中

村

大

洲

市

肱

北

婦

人

会

あ
た
た
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

図書館

新
刊
図
書
案
内

読
売
年
鑑
一
九
九
回
読
売
新
聞
社

降

つ
で
も
パ
イ
プ
の
け
む
り圏

伊
玖
磨
著

続
マ
ー
フ
ィ
ー
の
法
則

日
本
マ
ー
フ
ィ
ー
普
及
会
編

へ
そ
ま
が
り
人
生
設
計
メ
モ藤

本
義
一
著

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
森
田
敏
隆
写
真

歩
い
て
見
ょ
う
東
京
五
百
沢
智
也
著

白
歳
か
ら
が
お
も
し
ろ
い
佐
藤
正
忠
著

ア

メ

リ

カ

の

大

警

告

本
'津
二
郎
著

官

僚

亡

国

論

屋

山

太

郎

著

富

国

強

兵

論

日

高

義

樹

著

マ
ネ

l
・
イ
ズ
・
グ
ッ
ド
/

J

-
テ
イ
ラ
ー
著

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

講

談

社

編

わ
嫁
さ
ん
に
読
ま
せ
る
本
鈴
木
健
二
著

重
力
が
生
ま
れ
る
瞬
間
二
宮
正
夫
著

理
性
の
ゆ
ら
ぎ

青

山
圭
秀
著

飲

み

水

を

考

え

る

鈴

木

紀

雄

著

ほ
ん
と
う
の
味
ほ
ん
と
う
の
幸
せ

土

井

勝

著

図
解
プ
ラ
ン
タ

l
の
野
菜
つ
く
り

1

・
2

山
田
貴
義
著

み
ん
な
声
優
に
な
り
た
か
っ
た

神

谷

明

・

他

著

失
敗
と
い
う
名
の
レ
ッ
ス
ン山

崎
浩
子
著

死
の
舞
踏

S
-
キ
ン
グ
著

デ
ー
タ
パ
ル

M
1
町

小

学

館

創

作

の

現

場

か

ら

渡

辺

淳

一
著

筒
井
康
隆
の
文
芸
時
評
筒
井
康
隆
著

向
田
邦
子
の
こ
こ
ろ
と
仕
事

平
原
日
出
夫
著

悩
み
は
イ
バ
ラ
の
よ
う
に
ふ
り
そ
そ
ぐ

山
田
か
ま
ち
著

古
田
武
彦
著

人
磨
の
運
命
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モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
電
話
帳
永
井
陽
子
著

一

夏

米

川
千
嘉
子
著

若

夏

記

今

野

寿

美

著

天

使

が

き

ら

り

干

場

し

お

り

著

ふ

た

り

ご

こ

ろ

沖

な

な

も

著

コ

リ

オ

リ

の

風

井

辻

朱

美

著

か

ぜ

の

で

の

ひ

ら

俵

万

智

著

あ

し

た

、

ま

た

佐

伯

裕

子

著

風

の

婚

道

浦

母

都

子

著

立

原

正

秋

兵

藤

正

之

助

編

蛇

鏡

坂

東

呉

砂

子

著

八

十

年

現

身

の

記

榛

葉

英

治

著

き
ょ
う
も
舗
道
に
す
れ
ち
、
が
う

佐

々

木

譲

著

石

の

来

歴

奥

泉

光

著

悪

徳

弁

護

士

山

之

内

幸

夫

著

六
本
木
を
一
ダ

l
ス

大

沢

在

昌

著

マ
マ
の
き
ら
め
き
ボ
ス
ト
ン鳥

居
順
子
著

ス
パ
ラ
式
世

界

原

田

宗

典

著

や
さ
し
く
な
り
た
い

正
本
ノ
ン
著

人
は
な
ぜ
旅
を
す
る
の
、
だ
ろ
う
か

塩
野
米
松
著

や
が
て
哀
し
き
外
国
語
村
上
春
樹
著

天

と

地

は

相

似

形

横

尾

忠

則

著

あ
っ
た
か

i
い

話

森

毅

著

宮
尾
登
美
子
全
集

1
1
日
朝
日
新
聞
社

沖
縄
文
学
全
集
1
・
2

・
6
1
9
・
u

口

-m

国
書
刊
行
会

激
石
全
集
一

・
二

岩

波

書

庖

ミ
ザ
リ

l

s

・
キ
ン
グ
著

情
状
酌
量

N
・
ロ
l
ゼ
ン
パ

l
グ
著

依
頼
人

J

・
グ
リ
シ
ャ
ム
著

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
赤
ず
き
ん
ち
ゃ
ん

C
-
M
・
ガ
イ
テ
著

」
ど
も
の
読
書
週
間
標
語

ひ
ら
い
て
ご
ら
ん

本
の
ま
ど

図

書

館



恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

総
理
府
の
認
可
法
人
で
あ
る
平
和
祈

念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
恩
給
欠
格
者

(
外
地
勤
務
の
経
験
が
あ
り
、
加
算
を

含
め
た
在
職
年
三
年
以
上
の
人
)
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
・
銀
杯
な
ど

を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
引
揚
者

(先
の
大
戦

の
終
戦
に
伴
い
、
本
邦
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
の
う
ち
、
昭
和

四
十
二
年
法
律
第
百
十
四
号
に
よ
る
特

別
交
付
金
を
受
け
た
人
)
に
、
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
大
洲
市
福
祉
事
務
所
援

護
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

合

(ω
2
1
1
1
(
内
線
2
7
5
)

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
に
は
、

二
十
歳
以
上
六
十

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
加
入
し
て
い
て

も
配
偶
者
の
退
職
・
転
職
ま
た
は
本
人

の
就
職
・
結
婚
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ

の
つ
ど
届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
と
し

て
国
民
年
金
の
第
三
号
被
保
険
者
に
な

5月1日(日)

っ
た
場
合
、
保
険
料
は
ご
主
人
が
加
入

し
て
い
る
年
金
制
度
で
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
種
別
変
更
の
届
け
出
は
と
て

も
大
切
で
す
。

奥
さ
ん
や
ご
主
人
に
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
速
や
か
に
市
役
所
に
届
け
を

出
し
て
く
、
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る

と
、
後
か
ら
ま
と
め
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な

っ
た
り
、
将
来
年
金
を
受

け
る
た
め
の
期
間
が
足
り
な
い
と
い
う

場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
⑪
2
1
1
1
(
内
線
2
5
6
)

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

@
4
1
1
ー
ま
で
。

【
簿
記
検
定
試
験
】

試

験

日

六

月

十

二

日

間

受
付
期
限
五
月
十

一
日
制

【
珠
算
検
定
試
験
】

試

験

日

六

月

二

十

六

日

間

受
付
期
間
五
月
十
六
日
聞
か
ら

六
月
三
日
幽
ま
で

5月3日伏)

5月4日(水)

5月 5日(木)

ご
み
ゼ
ロ

(
第
二
回
5
3
0運
動
)

ク
リ
ー
ン
大
洲
/

歴
史
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

大
洲
の
環
境
を
よ
く
す
る
連
絡
協
議

会
で
は
、
今
年
も
、

FK
持
h
r
運
動
を
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
肱
川
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
通
じ
て
生
ま
れ
た

同
連
絡
協
議
会
が
、
昨
年
か
ら
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
身
近
な
自
然
環
境
に

対
し
住
民
の
思
い
や
り
意
識
を
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

二
回
目
の
今
年
は
、
ゴ
ミ
を
拾
い
な

が
ら
大
洲
の
ま
ち
の
す
ば
ら
し
さ
、
大

洲
の
文
化
を
再
発
見
で
き
る
企
画
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
催
し
に
は
、
だ
れ

で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
で
の
事
前
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

【
日
時
】
五
月
十
五
日
間
午
前
九
時

1

【
集
合
場
所
】
肱
川
緑
地
公
園

【
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
青
年
会
議
所
内
、
大
洲
の
環
境

を
よ
く
す
る
連
絡
協
議
会
事
務
局

合
⑪
7
1
0
7

ご
み
ぜ
D

pd司
昨
年
の

5
3
0運
動
の
様
子

5月7日出

5月8日(日)

5月14日ω

5月15日(日)

5月21日凶

5月22日(日)

5月は赤十字社員

増強運動月間

5月は、 「赤十字社員増強運動月間」と

して、社員増強、社費募集運動を実施いた

します。

例年のとおり、各区長さんを通じてお願

いしますので、赤十字運動の趣旨をご理解

いただき、ご支援、ご協力をお願いいたし

ます。

3月末までの

大洲市内の交通事故

(有)丸電工業

ft24-5351 

久保鉄工所

ft26-0537 

(有)三原設備

ft24-3783 

佐藤水道庖

合 24-4410

(有)いの水道設備

ft24-2216 

浜住設備

ft25-4645 

(有)内田電気水道設備

含 25-2858

滝田水道庖

ft25-0901 

(有)オクダ設備

ft24-3674 

中野管工事工業

ft24-3792 

倒神田鉄工所

合 24-4122

西田水道庖

ft26-0265 

城戸電業社

ft25-2944 

淳 山 水道工事庖

ft24-2583 

側土居鉄工所

ft24-4519 

岡福水 道 工 事 庖

まま 24-3656

惰)南予水道住設

ft25-1350 

伊 予屋住設

含 24-2541

(布星加水道設備

ft26-0020 

大塚鉄工所

ft25-0300 

徳森設備

ft25-4023 

神南 設 備

まま 25-4684

(有) 丸電工業

ft24-5351 

久 保鉄工所

ft26-0537 

5月28日凶

3月末現在 昨年同期

件数 5 6 5 1 

負傷者 7 1 7 2 

死者 6 l 

5月29日(日)

※詳しくは水道課まで

ft24-3753 
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a
相
談
直
ば
深
川

-

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
棺
談
】
(
愛
媛
県
)

日
時

5
月
9
日

冊

目

時

1
日
時

5
月
初
日
幽
日
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

【
人
権
相
談
】

(
法
務
省
)

日
時

5
月
日
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
新
谷
連
絡
所

日
時

5
月
初
日
幽
叩
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

【
心
配
こ
と
相
談
】

O

一
般
相
談
毎
週
月
・

水
・
金
曜
日

第
一
・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二
・
第
四
火
曜
日

。
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

宮
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

開
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

l
u
時
、
日
時
i
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

日
時

5
月
初
日
幽

9
時
l
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、
合
⑫
3
7
9
4
(玉
木
)

又
は
倉
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

5
月
6
日
也
、
幻
日
開

O
土
寸

1
6土
寸

ーム
n

H

M

1

よ

R
M

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

宮

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
宮
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

5
月
日
日
間

9
時
l
m
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

常
磐
町
四
側
フ
ヂ
エ
ダ

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

告
⑪
九
月
U
U
ロ

O

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時

5
月
日
日
幽
叩
時

1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

5 5 記 J 西 実デ 市 実の
月月実

歯
念 A 田場施イ立場施で

25 18施 病大興 日ッ大 日
日 日 日 院洲産所 ク 洲 所 ご

休.)(水)
科

5 病 5協

月 院 月力を

乳幼セ内
26 6 

本目
15 13 10 日 1310 日 お

詰児歯詰歯ス 容

時時時時 (木)時時時幽願
¥ 30 ¥ 30 ¥い

談
16分 12間分 12間し
日寺¥ B寺 1時 ・0 ま

吾ロk火 圭n34Kヒ 30 15 16 す
分時 日寺

。

:.乳幼児の予防接種.
(経口ポリオ生ワクチン)

:実施日

5月25日(水) 肱南・久米・肱北
喜多・平地区の人

5月26日(木) 各連絡所管内の人

:該当者 次の期間に生れた人
1回目平成 5年 7月 1日から

平成 6年 1月31日まで
2回目平成 5年 2月 1日から

平成 5年 6月30日まで
!受付時間 13時30分-14時
場所 大洲市保険センター

持参品 問診票、母子手帳、印鑑

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

受
付
は
日
時
か
ら
で
す
。
あ
ら
か
じ

め
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

念
⑪
3
1
6
5

告 24-3775
.乳児健康診断.

実施日 該当者
5月10日伏) 平成 5年12月生※
5月12日(木)平成 4年10月生
5月24日伏) 平成 5年 6月生※

5月31日伏) 平成 3年 4月生
※は肱南・久米 ・肱北 ・喜多 ・平

地区のみ
受付時間 13時-13時30分
実施場所 大洲市保健センター

持 参 品 母 子手帳

.乳幼児育児相談.
実方包日 5月17日伏)

該当者 肱南・久米・肱北・喜
多 ・平地区の乳幼児

受付時間 13時-13時30分
実施場所 大洲市保健センター

持 参 品 母 子 手帳

.健康相談4・
日時 5月11日(水)

9 時-12時、 13日寺-15日寺
場所 中央 公民館

日日寺 5月16日(月) 138寺-15日寺
場所 久米 公民館
日時 5月18日(水) 13日寺-15日寺

大洲市保健センター

日時 5月26日(木.) 13時-15時 | 次
場所大洲市保健センター | の |寄与

.厚生連検診・ | き|岳
(成人病・胃がん・大腸がん検診) I ~ 1 lll1 

実施日 5月10日(火) I 与IU) 

場所 南久米連絡所 |並 11=¥
受付時間 8時30分-11時30分 | 車 I..;.;， 
検診料 胃がん検診 900円 | が 1;引

大腸がん検診 400円 | 巡|ら
※がん検診については申込下さい。I~ I せ
.婦人がん検診. I 手

実施日 場所 | す
5月11日(水) 八多喜連絡所
5月13日幽三善連絡所

5月17日(火) 南久米連絡所

5月18日(水) 平野連絡所
受付時間 13時-13時30分
検診 料子 宮が ん 検 診 700円

乳がん検診 200円

・肺がん検診.
実施日 5月17日例

場 所 時間

田処分館 9時30分-10時
柳沢連絡所 10時30分-11時
新谷連絡所 13時-13時30分

実施日 5月26日(木)
場所 時間

久米公民館 9時30分-10時
市民会館 10時30分-11日寺
平公民館 13時-13時30分
保健センター 14時-15時

実施日 5月27日働
士場戸斤 時間

三善連絡所 9時-9時30分
八多喜連絡所10時30分-11日寺
上須戒連絡所13時-13時30分
平野連絡所 14時30分-15時

検診料肺がん検診 無料
P客疾検査 400円
70歳以上の方無料

※申込みが必要です。

|休|日|急|患|診|療|

5月1日 石川内医院 (若宮)

(日) ft24-3306 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月3日 小川整形医院(三の丸)

()¥) ft23-5596 

市立大洲病院(鉄砲町)

霊堂 24-2151

5月4日 中塚内医院(西大洲)

(水) 合 24-0606

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

5月5日 東大洲城戸眼(東大洲)

休) ft24-1010 

大洲中央病院(東大洲)

含 24-4551

5月8日 大久保内医院(八多喜)

門口(
 

ft26-1131 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

5月15日 菊原外医院(若宮)

(日) ft24-4646 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月22日 石村整形医院(若宮)

円口(
 

ft23-5767 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

5月29日 大洲記念病院(徳森)

(日) 合 25-2022

大川|中央病院(東大洲)

霊堂 24-4551
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